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　　当院では、患者の来院が不規則なため、当日になっ
て残業や宿直を頼むこともあります。今のところ、職員
は快諾してくれていますが、今後のこともあり、残業命
令はどんなときにどこまで許されるのか気になります。

　　仕事や業務には「きり」というものがあり、終業時刻
だからといって、何をしていても即刻切り上げる、という
わけにはいかないものです。電話中なら電話を終えて
から、書類作成中なら書き上げてから仕事を終えるの
が普通でしょう。これも一種の残業ですが、それとは別
に、臨時の仕事の発生や予定の変更等により、所定の時
間では業務が完了できないことがあるかと思います。
そのような場合、次の要件を満たしていれば、使用者
（会社・病院）は、従業員に就業時間を超えて業務を行う
よう命令することができます。

❶従業員と労使協定（36協定）を結び、労働基準監督署
　に届け出ること。
❷就業規則に、「業務の都合により時間外労働を命じる
　ことがある」旨を規定していること。
　（その他、「非常災害等による場合」がありますが、今回
　は省略します。）

　なお、『残業』には二種類あり、一つは、法律が定めた8 
時間を超えて労働した時間で、これを『法定時間外労働』
といい、もう一つは、所定の労働時間が法定の1日8時間
より短い場合に8時間まで労働した時間（所定労働時間
が7時間なら1時間分）で、これを『所定時間外労働』とい
います（一週間も同様です）。厳密には、『所定時間外労
働』は、たとえ残業でも「法定時間内」ですので、会社の規
定だけで命令でき、労使協定は不要です。 
　そして、36協定に規定した業務上の事由によって残業
命令が行われた場合、従業員には従う義務があります。正
当な理由もなく拒否すれば、程度によっては懲戒処分の対
象にもなります。
　ただ、従業員にもそれぞれ事情はあるので、従業員が残
業命令を拒否した場合、使用者はどのように判断すれば
よいのでしょうか？

　考慮する事項としては、
①残業の必要性があるか
②従業員の拒否理由が正当なものであるか
③時間的に余裕を持って残業命令が出されたか
④残業命令を強行すると従業員の不利益はどの程度か
⑤他の従業員で代替できないのか
…などが挙げられます。
　例えば、「所定時間内では処理できない業務量なのか、
当日中に必要なのか」等を再検討したうえで、「客観的に
みて他の日に変更することができない理由なのか、病気
治療中や復職直後の従業員でないか、家庭の事情等で
残業できない曜日や時間帯でないか」等、個々の事案ごと
に、拒否をやむを得ないとするか、業務命令違反とするか
を判断します。 
　残業命令が当日であれば、時間的にも予定を変更しに
くいでしょうし、事情としては、単なる買い物や遊びの予定
なら変更できても、病院や施設などへ看護や迎えに行く
予定なら、変更は困難かもしれません。 
　逆に、そのような事情のない拒否や「使用者が、ある程
度の余裕をもって発令しているにもかかわらず、それに対
し特段異議も述べずにいながら、残業当日の終業時刻直
前になって拒否してきた」、「黙って帰宅した」等は、相応の
理由がない限り、業務命令違反と考えられます。 
　基本的には、残業命令の時期も考慮しつつ、業務の遂
行と、従業員の事情と、どちらの被る不利益が大きいかを
比較・検討して、重要な方を優先するということになるで
しょう。  
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九州最大級の医療機器展示会「第13回アジアメディカルショー」開催！
～「ヘルスケア・イノベーション」をテーマに、身近な医療から最先端医療まで一堂に会す

エリア
情報

　6月22、23日の２日間、福岡国際会議場にて「第13回アジアメディカルショー」が開催されました。今回のテーマは「ヘ
ルスケア・イノベーション～身近な医療から最先端医療まで～」。出展・協賛企業156社が集結し、展示小間数214、プロ
グラムセミナー29本という九州最大級の規模で行われ、延べ1万5千人の来場者でにぎわいました。
　平成元年の第1回開催以来30年間、台湾等近隣アジア諸国との交流も含み、九州沖縄の医療関連機器類の普及・拡大
に貢献してきたこのアジアメディカルショー。昨今のAI（人工知能）やIoT・ICT関連技術、再生医療等の目覚ましい進展に
伴い、従来の医療・介護・福祉機器等についても、もっと人に身近で有益な優しい機器類へと進化していくことを実感する
見応えのあるイベントとなりました。
　また、今回は、九州ヘルスケア産業推進協議会（HAMIQ）による特別プログラムとして「第5回ヘルスケア産業づくり
貢献大賞」表彰式と経済産業省・西川和見氏による「次世代ヘルスケア産業の創出に向けて」と題した基調講演が開催さ
れたことも注目すべき点です。今後、このアジアメディカルショーは単なる医療関連機器類の展示会としてだけでなく、
もっと広くヘルスケア産業界全体にとって貴重な情報発信の場として位置付けられていくのではないかと感じました。

アステム展示ブースも大勢の来場者でにぎわいました。出展品目は以下の通りです。
介護支援ロボットHAL〈サイバーダイン㈱〉、移乗サポートロボットHUG〈㈱FUJI〉、IoTリハビリ見える化サービス「モフ測・モフトレ」〈㈱Moff〉、コミュニ
ケーションロボットSota〈NTT〉、上肢訓練装置AR2・足首アシスト装置AAD〈安川電機〉、オンライン診療システムYaDoc〈㈱インテグリティH〉、見守り
サービス「ウォッチコンシェルジュ」〈㈱ワーコンPJ〉、スマートパルスオキシメータRingO2、ペンブレード〈㈱ニューロシューティカルズ〉、消毒剤〈健栄製
薬㈱〉

▼アステム・プレゼンテーションセミナー第１講
　「医療機関における経営分析の事例紹介」
　（講師：アステムソリューション営業部・古庄雅彦）
激変する医療環境の中で、今病院経営に求められる経営分析システムの在り方を
述べたうえで、DPCデータを簡単に加工でき、経営トップに響くアウトプットが作
成できるソフトを活用した事例を丁寧に説明。満員となった研修室では多くの方
の配布資料を熱心に見入る姿が印象的でした。

第13回 アジアメディカルショー
■テーマ:ヘルスケア・イノベーション　～身近な医療から最先端医療まで～
■期　間:2018年6月22日（金）・23日（土）
■会　場:福岡国際会議場（福岡市博多区石城町2-1）
■主　催:九州医療機器団体連合会／福岡県医療機器協会

●アステム展示ブースの様子

●出展者セミナーのひとコマ
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